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司
法
省
御
傭
外
人
ブ
ス
ケ
と
商
法
講
義

一
〇
四

（
一
C
四
）

司
法
省
御
傭
外
人
ブ
ス
ケ
と
商
法
講
義

　
　
　
　
　
ー
明
治
前
期
商
法
編
纂
史
研
究
（
一
）
ー

向

井

健

一

　
周
知
の
と
お
り
、
戦
後
ー
す
で
に
四
半
世
紀
を
閲
し
た
が
ー
、
日
本
近

代
史
攻
究
の
旺
盛
な
る
勃
興
は
、
年
を
追
う
て
、
ま
こ
と
に
目
覚
し
い
も
の
が

あ
る
。
法
制
史
の
領
域
も
、
ま
た
そ
の
例
に
洩
れ
な
い
。

　
は
や
く
戦
前
の
段
階
に
あ
つ
て
、
専
家
に
よ
り
質
量
と
も
に
優
れ
た
業
績
が

世
に
お
く
ら
れ
、
か
な
り
の
ハ
イ
・
レ
ベ
ル
に
達
し
た
明
治
憲
法
史
研
究
は
別

格
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
分
野
に
お
い
て
、
近
年
、
刮
目
す
べ
き
長
足
の
進
展

を
遂
げ
た
筆
頭
に
、
あ
え
て
民
法
史
を
挙
示
し
て
も
、
お
そ
ら
く
大
方
の
承
認

が
え
ら
れ
る
に
ち
が
い
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ま
な
お
、
い
ち
じ
る
し
い
立

ち
遅
れ
を
み
せ
て
い
る
諸
部
門
も
す
く
な
く
な
い
の
が
、
偽
ら
ざ
る
現
状
で
あ

る
。
商
法
史
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
こ
そ
、
ほ
と
ん
ど
未
墾
の
原
野
の
ま
ま
残
さ
れ

て
い
る
代
表
的
な
一
つ
と
称
し
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
か
つ
て
、
志
田
鍔
太
郎
博
士
は
、
「
志
田
氏
商
法
要
義
」
（
巻
之
壱
）
・
「
明
治
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

学
創
立
満
五
十
年
記
念
論
文
集
」
へ
商
学
篇
）
に
収
め
た
商
法
編
纂
史
関
係
の
論

稿
を
修
訂
・
増
補
し
、
昭
和
八
年
、
「
日
本
商
法
典
の
編
纂
と
其
改
正
」
な
る
専

著
を
公
刊
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
現
時
に
い
た
る
ま
で
、
商
法
編
纂
史
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
（
4
）
（
5
）

の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
典
拠
に
な
つ
て
い
る
．
近
時
、
主
と
し
て
社
会
経
済
史
的

視
野
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
く
諸
家
の
商
法
史
を
め
ぐ
る
学
績
が
も
の
さ
れ
、
そ
れ

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
示
唆
的
な
、
か
つ
稗
益
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い
所
論
で
は
あ

る
が
、
精
緻
な
考
証
に
も
と
づ
く
個
別
的
・
沿
革
的
討
究
は
き
わ
め
て
す
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
（
7
）

い
憾
み
が
あ
る
．
と
い
つ
て
よ
い
。
「
過
渡
期
の
法
制
史
を
把
握
す
る
に
は
、
そ

の
時
代
の
法
源
か
ら
一
つ
ず
つ
固
め
て
行
く
し
か
な
」
く
、
「
過
渡
期
に
集
中
的

に
あ
ら
わ
れ
る
新
旧
の
断
絶
・
連
続
の
検
証
こ
そ
、
歴
史
を
巨
視
的
に
把
握
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

る
す
べ
を
与
え
、
時
代
を
一
貫
し
た
概
説
化
を
可
能
に
す
る
」
で
あ
ろ
う
．
刑

法
史
の
「
領
域
に
お
け
る
今
目
の
要
請
は
、
概
説
的
、
綜
合
的
研
究
よ
り
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

む
し
ろ
新
資
料
の
追
求
お
よ
び
部
分
的
、
特
殊
的
研
究
で
あ
る
」
と
説
く
手
塚

豊
博
士
の
言
に
は
満
腔
の
同
感
を
禁
じ
え
な
い
が
．
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
現



今
の
商
法
史
の
領
域
に
も
、
ま
さ
に
そ
の
ま
ま
該
当
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。　

未
熟
な
る
筆
者
が
、
あ
え
て
商
法
史
ー
と
く
に
商
法
編
纂
史
1
の
攻
究

を
志
し
た
ゆ
え
ん
も
、
ま
た
実
に
そ
こ
に
あ
る
．
目
本
近
代
法
史
と
い
う
「
法

制
史
と
実
定
法
の
中
間
に
位
す
る
学
問
の
建
設
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

定
法
学
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」
が
、
法
制
史

家
に
よ
る
商
法
史
解
明
へ
の
基
礎
的
作
業
の
構
築
を
、
筆
者
の
基
線
と
す
る
こ

　
　
（
1
1
）

と
に
し
よ
う
。
陳
呉
の
役
割
り
を
果
し
う
れ
ば
、
望
外
の
倖
せ
で
あ
る
。

二

　
明
治
期
を
大
き
く
特
徴
づ
け
る
も
の
の
一
つ
は
、
き
わ
め
て
旺
盛
な
立
法
活

動
で
あ
つ
て
、
明
治
三
十
年
代
ま
で
に
近
代
的
な
諸
法
典
が
出
揃
つ
た
こ
と

は
、
ま
こ
と
に
驚
嘆
に
値
す
る
出
来
事
と
い
え
よ
う
．
こ
れ
ら
諸
法
典
の
編
纂

事
業
の
歩
み
を
克
明
に
辿
り
、
そ
れ
を
生
み
だ
し
た
国
際
的
・
国
内
的
諸
条
件

を
分
析
・
吟
味
す
る
こ
と
は
、
諸
法
典
編
修
の
意
義
を
關
明
す
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
わ
が
国
の
近
代
化
の
特
質
の
解
明
に
と
つ
て
も
ま
た
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
諸
法
典
は
そ
れ
ぞ
れ
程
度
の
差
は
あ
る
に
も
せ
よ
、
明
治
初
年
以
降
の

法
的
発
展
を
如
実
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
．
法
典
の
内
容
・
実
効
性
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

限
界
は
、
日
本
近
代
化
の
一
つ
の
指
標
と
な
り
う
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
ま
た
、
「
こ
の
法
典
化
事
業
こ
そ
．
そ
の
後
今
日
に
ま
で
至
る
日
本
近
代
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

お
よ
び
法
学
の
性
格
を
根
本
的
に
規
定
し
た
も
の
」
で
あ
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
さ
て
、
た
ぎ
り
た
つ
激
動
の
幕
末
維
新
期
に
英
姿
を
現
わ
す
の
か
、
江
藤
新

平
で
あ
る
．
「
流
星
の
よ
う
に
維
新
史
に
登
場
し
、
光
芒
を
放
つ
や
、
た
ち
ま

　
　
　
司
法
省
御
傭
外
人
ブ
ス
ケ
と
商
法
講
義

ち
人
生
の
彼
岸
に
去
つ
た
江
藤
は
、
ま
さ
に
こ
の
変
革
期
の
産
物
で
あ
り
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

こ
れ
を
体
得
し
た
一
天
才
」
と
称
し
え
よ
う
。

　
明
治
三
年
閏
十
月
、
彼
が
太
政
大
臣
三
条
実
美
に
提
出
せ
る
国
法
会
議
の
議

案
中
に
、
「
一
体
各
国
と
も
政
府
と
政
府
と
の
交
際
は
公
法
を
以
て
相
整
へ
。

政
府
と
其
国
民
と
の
交
際
は
国
法
を
以
て
相
整
へ
。
民
と
民
と
の
交
際
は
民
法

を
以
て
相
整
へ
候
次
第
。
各
国
の
通
義
の
様
相
成
居
。
総
て
国
家
富
強
盛
衰
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

根
元
も
．
専
ら
．
国
法
民
法
施
行
の
厳
否
に
管
係
致
し
候
趣
」
と
記
し
、
同
六

年
五
月
の
「
興
国
策
及
官
制
案
」
に
お
い
て
、
「
試
に
見
よ
．
荷
蘭
．
白
耳
義
．

瑞
西
の
如
き
小
弱
国
の
．
能
く
井
立
の
体
を
全
す
る
も
の
は
。
法
律
の
精
し
く

行
る
れ
ば
也
。
那
羅
の
如
き
法
律
精
し
く
行
れ
す
と
難
も
。
強
国
の
一
に
居
る

者
は
．
兵
力
の
盛
な
れ
ば
也
。
然
則
兵
と
法
と
は
井
立
の
要
務
な
る
こ
と
明
な

り
」
と
法
典
編
纂
の
急
務
た
る
を
説
き
、
さ
ら
に
、
「
所
レ
謂
法
な
る
者
は
．
国

法
。
民
法
．
商
法
．
訴
訟
法
。
治
罪
法
．
刑
法
に
し
て
。
御
国
も
其
会
議
是
迄

の
如
く
相
運
ば
父
。
自
今
満
二
年
を
経
れ
は
。
之
を
施
行
し
終
り
。
満
五
年
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
硲
）

経
れ
ば
．
吏
官
大
概
熟
す
べ
し
」
と
開
陳
し
て
い
る
と
お
り
、
か
ね
て
よ
り
江

藤
は
法
治
国
の
理
想
を
胸
に
い
だ
い
て
い
た
。
そ
の
彼
が
、
一
方
に
お
い
て
司

法
制
度
の
大
改
革
を
実
行
す
る
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
は
、
宿
願
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賀
）

法
典
編
纂
を
強
力
に
プ
ロ
モ
ー
ト
し
た
の
は
ま
こ
と
に
当
然
で
あ
つ
た
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
不
滅
の
光
芒
を
放
つ
江
藤
の
先
駆
的
功
業
を
、
側
面
か
ら
支

え
、
か
つ
助
け
た
、
い
わ
ば
ブ
レ
イ
ン
の
一
人
と
し
て
、
司
法
省
御
傭
外
人
ブ

ス
ケ
（
0
8
韻
霧
霞
蛋
冨
野
塁
2
8
の
名
を
逸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
（
18
）

　
御
傭
外
人
ー
た
し
か
に
、
「
明
冶
の
過
渡
的
官
僚
達
は
熱
心
な
外
句
知
識

の
蒐
集
家
で
あ
つ
た
．
従
つ
て
、
御
傭
は
す
べ
て
そ
の
任
務
に
加
え
イ
ン
フ
ォ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
　
　
（
一
〇
五
）



　
　
　
司
法
省
御
傭
外
人
ブ
ス
ケ
と
商
法
講
義

ー
マ
ソ
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
、
日
太
人
は
、
そ
の
広
大
な
関
心
を
満
た
す
に
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

る
広
範
な
知
識
を
外
国
人
に
期
待
し
た
」
に
ち
が
い
な
か
つ
た
。
ブ
ス
ケ
も
ま

た
．
そ
の
「
期
待
」
さ
れ
た
、
そ
し
て
見
事
に
「
期
待
」
に
こ
た
え
た
新
進
法

律
家
と
評
し
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
つ
と
に
、
堀
内
節
博
士
の
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
ブ
ス
ケ
は
明
治
五
年
二
月

十
六
日
来
朝
、
同
九
年
三
月
七
日
離
目
し
た
、
わ
が
司
法
省
が
は
じ
め
て
雇
傭

し
た
フ
ラ
ン
ス
人
弁
護
士
で
あ
つ
た
。
東
京
の
土
を
踏
ん
で
ほ
ど
な
く
、
彼
は

「
日
本
法
律
創
定
ノ
事
業
」
と
題
す
る
建
議
を
草
し
、
こ
れ
を
司
法
省
に
提
出

す
る
。
い
ま
、
筆
者
所
蔵
「
建
言
録
ー
仏
国
控
訴
院
代
言
人
ヂ
ヨ
ル
ジ
ブ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

ケ
f
」
を
ひ
も
と
い
て
、
こ
れ
を
示
そ
う
。

　
　
　
　
日
本
法
律
創
定
ノ
事
業

日
本
政
府
仏
蘭
西
法
律
家
ヲ
迎
へ
第
一
ニ
ハ
国
政
ヲ
改
正
シ
第
ニ
ニ
ハ
自
国

ノ
法
ヲ
欧
羅
巴
各
国
ノ
法
ト
カ
ヲ
一
致
セ
シ
メ
後
来
欧
羅
巴
各
国
ト
伍
格
二

　
　
　
　
（
マ
マ
）

万
国
公
法
ノ
筒
条
ヲ
論
セ
ン
ト
ス
今
目
本
政
府
ニ
テ
自
国
ノ
法
ヲ
制
定
ス
ル

基
礎
ト
シ
テ
仏
蘭
西
法
ヲ
撰
ミ
シ
カ
是
最
良
ノ
撰
ミ
方
ニ
シ
テ
仏
蘭
西
法
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

既
二
欧
羅
巴
各
国
之
方
律
ヲ
定
ム
ル
雛
形
ト
ナ
リ
シ
良
法
ナ
リ

然
ト
モ
日
本
ノ
風
俗
二
符
合
セ
ス
又
日
本
ニ
テ
必
要
ナ
ラ
サ
ル
外
国
ノ
法
律

ヲ
其
盤
日
本
二
移
サ
ン
ト
ス
ル
ハ
日
本
政
府
ノ
趣
意
二
非
シ
テ
欧
羅
巴
法
ヲ

折
衷
シ
成
ル
ヘ
ク
ハ
之
ヲ
改
正
シ
テ
目
本
ノ
事
情
二
適
セ
シ
メ
ン
ト
ス
今
目

本
政
府
ニ
テ
企
ツ
ル
所
ハ
法
律
改
革
ノ
事
業
ナ
リ
然
二
改
革
ヲ
為
サ
ソ
ト
ス

ル
ニ
ハ
左
ノ
諸
件
ヲ
知
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス
第
一
当
時
ノ
模
様
井
其
模
様
ノ
不
善

ナ
ル
事
第
二
其
目
的
ト
為
ス
最
善
ノ
有
様
第
三
改
革
ヲ
為
ス
ニ
付
テ
ノ
力
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
C
六
　
　
　
　
（
耐
C
山
ハ
）

四
種
々
ノ
策
ヲ
比
較
シ
其
中
ニ
テ
最
良
ナ
リ
ト
思
ハ
ル
X
策
ヲ
択
ム
事

第
一
当
時
ノ
模
様
ヲ
知
ル
事
O
法
律
改
革
ノ
事
業
ヲ
為
ス
ニ
ハ
当
時
ノ
民
法

刑
法
ノ
模
様
ヲ
予
メ
研
究
シ
置
何
程
之
ヲ
改
タ
ム
可
キ
ヤ
又
ハ
存
シ
置
可
キ

ヤ
ノ
見
込
ヲ
立
テ
サ
レ
ハ
其
改
革
ノ
事
業
ヲ
善
ク
行
フ
コ
ト
能
ハ
ス
蓋
シ
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

本
ノ
法
ハ
文
面
二
記
セ
サ
ル
モ
ノ
ア
レ
ハ
之
ヲ
編
輯
ス
ル
コ
ト
較
難
カ
ル
可

シ
ト
難
モ
各
洲
ノ
風
俗
及
ヒ
婚
姻
相
続
物
件
ノ
所
有
財
産
ノ
処
置
民
約
ノ
総

規
則
各
種
ノ
契
約
二
限
リ
タ
ル
規
則
司
法
局
ノ
職
制
訴
訟
ノ
法
則
治
罪
ノ
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

則
刑
法
官
他
ノ
法
則
等
総
テ
此
等
ノ
規
則
ヲ
詮
議
ス
ヘ
キ
職
者
ヲ
其
掛
リ
ニ

任
シ
其
大
略
ヲ
集
テ
目
録
ヲ
記
セ
シ
ム
可
シ
既
二
仏
国
コ
ー
ト
ナ
ホ
レ
ヲ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

ヲ
編
輯
シ
井
二
其
他
総
テ
法
律
ヲ
立
ル
ニ
ハ
此
法
方
ヲ
以
テ
セ
リ
第
二
其
目

的
ト
為
ス
最
善
ノ
有
様
○
第
一
ノ
事
業
ヲ
為
ス
間
順
序
ヲ
立
テ
欧
羅
巴
ノ
法

律
ヲ
詳
二
研
究
ス
可
シ
蓋
シ
此
事
ハ
殊
二
我
等
二
管
係
ス
ル
所
タ
レ
ハ
精
シ

ク
之
ヲ
論
セ
サ
レ
ト
モ
欧
羅
巴
ノ
法
律
ヲ
研
究
ス
ル
ニ
ハ
其
順
序
ヲ
立
テ
其

　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

方
向
ヲ
定
メ
法
ノ
大
赴
意
ヲ
知
ラ
サ
ル
中
二
鎖
末
ノ
論
二
陥
ヒ
ル
ノ
過
ナ
キ

ニ
注
意
ス
可
シ

第
三
力
ヲ
知
ル
事
○
カ
ヲ
知
ル
ト
ハ
法
律
改
正
ノ
事
業
ヲ
為
ス
可
キ
ノ
任
ヲ

受
ケ
シ
者
ノ
知
識
ノ
多
少
ト
新
法
ヲ
用
ヒ
ン
ト
ス
ル
時
国
民
ノ
之
ヲ
拒
ム
コ

ト
ノ
多
少
ト
ヲ
知
ル
ニ
在
リ
蓋
シ
此
事
ハ
政
体
上
ノ
事
ナ
レ
ハ
固
ヨ
リ
我
輩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

ノ
論
ス
ル
所
二
非
ス
ト
錐
ト
モ
総
テ
法
律
ハ
之
ヲ
行
フ
国
民
ノ
之
ヲ
承
諾
ス

ル
ニ
非
ソ
ハ
良
法
ト
謂
フ
可
カ
ラ
サ
ル
ニ
注
意
ス
可
シ
既
二
仏
国
コ
ー
ト
ナ

ホ
レ
ヲ
ン
ノ
編
輯
セ
シ
時
モ
此
難
事
ア
リ
シ
カ
日
本
政
府
モ
又
此
難
事
二
勝

ツ
コ
ト
ヲ
希
望
ス

第
四
良
策
ヲ
択
ム
事
○
前
三
ケ
条
二
記
シ
タ
ル
事
業
ヲ
為
シ
タ
ル
上
ハ
改
革



ノ
業
ノ
初
ト
其
手
続
ト
其
終
ト
ヲ
審
カ
ニ
知
ル
ヲ
以
良
蕩
、
ヲ
択
ム
コ
ト
容
易

ナ
ル
可
シ
是
即
日
本
ノ
コ
ー
ト
ヲ
立
ツ
ル
事
業
ノ
要
領
ナ
リ
然
ル
ニ
国
ノ
為

メ
良
法
ヲ
設
ケ
タ
リ
ト
錐
モ
其
法
ヲ
用
フ
可
キ
裁
判
官
ヲ
予
メ
備
へ
置
二
非

サ
レ
ハ
其
善
ク
用
フ
可
ラ
ス
故
二
裁
判
官
ト
ナ
ル
可
キ
者
ヲ
択
、
・
・
仏
蘭
西
ノ

法
律
ヲ
教
へ
其
試
業
ヲ
成
ス
可
シ
蓋
シ
日
本
ノ
裁
判
官
ト
ナ
ル
可
キ
者
仏
蘭

西
ノ
法
ヲ
学
フ
ハ
猶
仏
蘭
西
人
其
国
ノ
法
ノ
基
礎
タ
ル
羅
馬
法
ヲ
学
二
等
シ

其
仏
蘭
西
法
ヲ
学
ヒ
試
業
ヲ
受
タ
ル
ハ
通
弁
官
ノ
助
ヲ
借
リ
ス
直
二
仏
語
ニ

テ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
大
二
益
ア
リ
故
二
司
法
省
二
別
段
仏
蘭
西
語
ノ
予
備
ノ
稽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
章
脱
落
か
）

古
ヲ
始
メ
目
本
語
二
翻
訳
シ
難
キ
法
律
ノ
語
ヲ
裁
判
官
ト
ナ
ラ
ソ
ト
ス
ル
者

ハ
其
科
目
ヲ
知
了
ス
ル
ノ
証
ヲ
立
ツ
ヘ
シ

又
司
法
省
ノ
職
制
ヲ
定
メ
左
ノ
如
ク
其
職
務
ヲ
分
ツ
ヘ
シ

第
一
新
タ
ナ
ル
職
制
ヲ
立
ツ
ル
迄
ハ
官
員
ノ
一
部
ヲ
シ
テ
仮
二
当
今
ノ
職
務

ヲ
行
ハ
シ
ム
ル
事
O
第
二
前
二
記
シ
タ
ル
仏
蘭
西
法
ト
目
本
法
ト
比
較
シ
タ

ル
研
究
ノ
為
メ
官
員
之
一
部
ヲ
備
へ
之
ヲ
日
本
法
及
ヒ
仏
蘭
西
法
掛
リ
ト
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

ケ
又
ハ
仏
蘭
西
法
ノ
ミ
ヲ
学
シ
ム
ル
官
員
ヲ
置
ク
可
キ
事
○
第
三
験
試
ノ
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

判
所
ト
名
ク
ル
裁
判
所
ヲ
立
テ
当
時
裁
判
所
二
訴
出
ス
筒
条
ヲ
仏
蘭
西
法
ノ

規
則
ユ
循
ヒ
裁
判
ス
可
キ
事

又
司
法
省
ノ
職
務
ハ
裁
判
ノ
事
務
ヲ
取
扱
フ
事
ニ
シ
テ
司
法
省
ニ
テ
裁
判
ヲ

為
ス
ニ
非
サ
ル
コ
ト
ニ
注
意
ス
可
シ

是
行
政
ノ
職
務
轟
蓼
響
法
職
務
猫
殊
ト
ハ
全
ク
異
ナ
リ
タ
ル
ノ
ミ

ニ
非
ラ
ス
之
ヲ
兼
ネ
行
フ
可
カ
ラ
サ
ル
ニ
因
ル

又
後
来
司
法
省
ノ
制
度
ヲ
設
ケ
司
法
省
ニ
テ
ハ
仏
蘭
西
二
於
ケ
ル
如
ク
行
政

ノ
職
悪
鑛
瓢
フ
ノ
ー
行
フ
ニ
至
ル
可
シ
然
ト
モ
当
時
二
於
テ
ハ
裁
判

　
　
司
法
省
御
庸
外
人
ブ
ス
ケ
と
商
法
講
義

　
ノ
事
務
ヲ
取
扱
フ
コ
ト
恐
ク
ハ
現
今
直
チ
ニ
此
法
度
ヲ
行
ヘ
ハ
速
ナ
ル
ニ
過

　
ク
可
シ

　
右
ノ
条
件
ハ
謹
ン
テ
司
法
卿
閣
下
ノ
着
意
ヲ
希
フ
所
ニ
シ
テ
追
テ
面
晒
ノ
節

　
更
二
之
ヲ
弁
セ
ソ
ト
欲
ス

　
数
個
所
に
わ
た
り
、
あ
る
い
は
文
章
の
脱
落
の
た
め
か
、
か
な
ら
ず
し
も
文

意
の
十
分
に
通
じ
な
い
部
分
が
存
す
る
が
、
し
か
し
ブ
ス
ケ
の
い
わ
ん
と
す
る

意
図
は
感
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
つ
い
で
彼
は
、
お
そ
ら
く
は
明
治
六
年
三
月
九
日
、
江
藤
司
法
卿
に
あ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

て
、
「
商
法
建
設
ノ
儀
二
付
答
書
」
な
る
文
書
を
し
た
た
め
て
い
る
。

　
　
一
商
法
之
通
則
商
人
二
懸
ケ
取
調
フ
儀
二
付
御
申
聞
之
段
拝
聴
仕
候
仮
令

　
　
ヒ
商
人
共
二
懸
ゲ
候
ト
モ
成
ル
可
ク
厳
急
二
被
仰
付
候
ハ
X
御
賢
察
ヨ
リ

　
　
ハ
存
ノ
外
容
易
ク
弁
シ
可
申
候
然
二
商
人
共
ヨ
リ
奉
復
ス
異
説
モ
区
々
二

　
　
可
有
之
候
得
共
会
議
二
於
テ
之
ヲ
比
考
シ
且
最
道
理
二
適
ヒ
候
条
々
ヲ
採

　
　
テ
誠
実
之
基
本
ト
イ
タ
ス
ハ
大
二
助
カ
リ
可
申
ト
奉
存
候
仮
令
ハ
左
之
商

　
　
用
書
類
二
就
テ
之
問
ヒ
ニ
ハ
格
別
相
反
シ
候
説
而
巳
ニ
モ
有
之
間
敷
ト
愚

　
　
考
仕
候

　
　
O
各
々
商
用
之
書
類
所
持
有
之
ヤ

　
　
○
何
程
ヤ

　
　
O
如
何
ナ
ル
所
為
ヲ
各
々
其
書
類
二
記
載
ス
ル
ヤ

　
　
O
如
何
ナ
ル
風
式
二
其
書
帳
ヲ
認
ム
ル
ヤ

　
　
　
以
下
此
類
ノ
問
ヲ
商
法
律
ヨ
リ
抜
粋
イ
タ
シ
記
列
可
致
候

　
　
右
二
就
見
込
ヲ
建
テ
改
革
ス
ル
等
二
就
商
人
之
趣
意
ヲ
尋
ネ
且
当
今
之
通

　
　
式
之
一
部
分
或
ハ
其
悉
皆
ヲ
存
有
ス
ル
等
之
事
二
就
テ
ハ
強
テ
御
勧
メ
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
　
（
一
〇
七
4



　
司
法
省
御
傭
外
人
フ
ス
ケ
と
商
法
講
義

申
上
候
然
シ
仮
令
ハ
一
家
ヲ
建
ル
ニ
先
ツ
其
地
所
之
形
状
ヲ
知
ル
ヲ
要
ス

ル
如
ク
商
法
式
ヲ
改
ル
ニ
ハ
先
ツ
之
ヲ
廃
止
ス
ル
所
以
ヲ
知
ラ
サ
ル
ヲ
得

ス
倦
民
法
二
関
ス
ル
事
ハ
是
迄
民
法
会
議
衆
二
於
テ
我
輩
二
弁
明
有
之
候

得
共
商
法
之
風
式
二
関
シ
候
事
二
至
テ
ハ
御
存
シ
無
之
因
テ
商
人
等
ノ
能

ク
其
辺
心
得
候
者
二
御
懸
ケ
被
成
候
様
有
之
度
候
故
二
通
商
繁
栄
之
地
方

数
ケ
所
二
於
テ
商
人
五
六
名
ヲ
呼
出
シ
各
問
ヒ
答
へ
交
問
ヲ
為
ス
人
ニ
テ

其
答
ヲ
書
取
候
儀
出
来
可
致
候
併
シ
少
シ
モ
商
人
二
於
テ
議
論
セ
サ
ル
ト

キ
ハ
大
ナ
ル
過
チ
ニ
御
座
候
惣
シ
テ
法
則
ヲ
建
ル
ニ
ハ
粗
漏
シ
所
為
ヲ
為

ス
可
カ
ラ
ス
ト
唯
法
則
ハ
開
化
シ
タ
ル
人
民
ノ
要
務
二
適
対
ス
ル
様
建
設

致
ス
モ
ノ
ニ
付
先
ツ
其
要
務
ヲ
篤
ト
承
知
イ
タ
ス
事
二
候

若
シ
唯
仏
蘭
西
商
法
ヲ
写
シ
取
り
之
ヲ
街
笛
二
掲
示
シ
タ
リ
ト
難
モ
之
二

従
ヒ
行
フ
可
キ
商
人
共
行
ハ
サ
ル
時
ハ
無
益
之
事
ト
相
成
候
二
付
勉
ヲ
設

ケ
候
事
モ
商
人
共
之
要
務
二
相
反
ス
ル
時
ハ
決
テ
行
ハ
レ
申
間
敷
候
就
テ

ハ
厳
密
二
目
途
ヲ
建
テ
当
今
ノ
要
務
ヲ
以
テ
適
当
ノ
法
律
ヲ
設
備
ス
ル
コ

ト
所
要
二
御
座
候
法
則
ト
云
ハ
其
法
則
二
浴
ス
ル
人
二
適
当
セ
サ
レ
ハ
善

ナ
リ
ト
ス
可
カ
ラ
ス

唯
法
律
ヲ
悉
皆
御
採
用
二
相
成
事
二
候
得
ハ
如
何
ト
モ
可
然
候
ヘ
ト
モ
左

候
テ
ハ
誰
ニ
モ
致
シ
得
ヘ
キ
無
益
之
成
業
ニ
テ
決
テ
真
ノ
成
業
ト
ハ
被
申

問
敷
候

仮
令
御
採
用
不
相
成
ト
モ
右
ハ
拙
子
二
於
テ
篤
ト
注
意
致
シ
屹
度
出
来
致

ス
事
ト
相
据
リ
申
候
若
拙
子
ノ
注
意
ヲ
以
テ
非
ナ
リ
ト
思
食
候
ハ
N
尚
其

注
意
之
非
ナ
ル
旨
意
ヲ
挙
テ
御
責
問
可
被
下
候
依
テ
右
注
意
通
リ
ニ
相
運

候
ハ
玉
拙
者
儀
ハ
何
時
ト
テ
モ
御
発
起
ノ
商
法
二
就
謹
テ
会
議
之
席
二
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
　
　
（
↓
C
八
）

　
　
ナ
リ
勉
励
可
仕
候
然
ル
時
ハ
民
法
会
議
之
翌
日
ヲ
以
テ
民
法
会
議
同
様
二

　
　
新
二
今
一
会
議
ヲ
御
設
不
被
成
テ
ハ
相
成
間
敷
候
唯
今
程
商
法
略
則
ヲ
認

　
　
メ
罷
在
候
然
二
右
畢
リ
候
得
ハ
学
科
固
有
之
称
語
等
多
ク
有
之
能
ク
日
本

　
　
語
二
書
解
キ
申
ニ
ハ
翻
訳
老
困
惑
ト
奉
存
候
唯
箕
作
君
之
外
此
翻
訳
之
任

　
　
二
当
ル
者
有
之
間
敷
ト
乍
恐
奉
存
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
怪
頓
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ス
ヶ
i
敬
具

　
　
　
第
三
月
九
目

　
　
司
法
卿
閣
下

　
右
の
「
商
法
建
設
ノ
儀
二
付
答
書
」
の
執
筆
が
、
六
年
と
す
る
確
証
は
な

い
。
し
か
し
、
「
民
法
二
関
ス
ル
事
ハ
是
迄
民
法
会
議
衆
二
於
テ
我
輩
二
弁
明

有
之
候
」
と
か
、
「
右
注
意
通
リ
ニ
相
運
候
ハ
鼠
拙
者
儀
ハ
何
時
ト
テ
モ
御
発

起
ノ
商
法
二
就
謹
テ
会
議
之
席
二
列
ナ
リ
勉
励
可
仕
候
然
ル
時
ハ
民
法
会
議
之

翌
日
ヲ
以
テ
民
法
会
議
同
様
二
新
二
今
一
会
議
ヲ
御
設
不
被
成
テ
ハ
相
成
問
敷

候
」
と
の
文
言
か
ら
推
考
す
る
に
、
六
年
の
公
算
が
大
ぎ
い
と
せ
ね
ば
な
る
ま

い
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
い
う
「
民
法
会
議
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
江
藤
主
催
司

法
省
民
法
会
議
を
指
称
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
想
察
さ
れ
る
か
ら

（
器
×
2
4
）

で
あ
る
。

　
彼
ー
ブ
ス
ケ
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
一
編
の
上
申
書
を
紹
介
し
よ
う
。
来
日

直
後
の
司
法
省
御
傭
外
人
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
（
Ω
轟
摯
Φ
国
巨
一
①
野
誇
8
＆
。
）
と
連

　
（
お
×
％
）

名
て
あ
る
．
明
治
六
年
十
月
二
十
五
目
、
参
議
大
木
喬
任
が
司
法
卿
を
兼
任
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
）

た
の
で
、
左
に
い
う
「
司
法
卿
閣
下
」
は
と
う
ぜ
ん
大
木
を
指
L
て
い
る
．



　
東
京
千
八
百
七
十
三
年
第
十
一
月
廿
九
日

　
　
奉
呈
司
法
卿
閣
下

辱
モ
日
本
政
府
ノ
尊
大
ナ
ル
指
揮
ヲ
奉
シ
日
本
国
一
般
ノ
法
偉
編
成
ノ
大
業

ヲ
相
倶
二
勉
励
セ
ン
為
メ
我
等
両
名
ヲ
十
八
ケ
月
間
ヲ
置
テ
仏
国
ヨ
リ
召
寄

セ
ラ
レ
然
レ
ト
モ
我
等
ノ
職
掌
上
ノ
権
ヲ
判
然
定
メ
ラ
レ
タ
ル
ニ
モ
非
ス
又

タ
両
人
ノ
等
別
立
テ
ラ
レ
タ
ル
身
分
ニ
モ
非
ス
就
テ
ハ
我
等
両
名
ノ
間
二
不

和
ヲ
生
ス
ル
コ
ト
且
ツ
職
掌
上
ノ
権
二
付
テ
生
ス
ル
争
論
ノ
原
因
等
ヲ
成
ル

〔
マ
マ
）

可
ク
丈
ケ
除
穰
セ
ン
コ
ト
ヲ
上
伸
ス
可
キ
コ
ト
我
等
ノ
先
務
ト
奉
存
候
然
レ

ト
モ
目
本
政
府
ノ
御
用
ヲ
勤
ム
ル
コ
ト
ニ
付
抜
群
奮
発
シ
又
タ
御
依
頼
ヲ
蒙

リ
候
事
業
二
額
ラ
精
力
ヲ
尽
サ
ン
コ
ト
ヲ
先
ツ
政
府
二
現
ハ
ス
コ
ト
最
良
ニ

シ
テ
且
高
上
ナ
ル
方
法
ト
奉
存
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

塾
々
謹
案
仕
ル
ニ
職
掌
上
ノ
権
ヲ
特
別
二
分
部
ス
ル
コ
ト
ハ
性
然
現
業
二
於

テ
甚
シ
キ
難
事
ヲ
生
ス
ル
ニ
至
ル
可
ク
ト
奉
存
候

総
シ
テ
一
般
ノ
法
律
ノ
分
則
ハ
自
ラ
相
連
管
シ
テ
維
持
ス
ル
モ
ノ
ニ
御
座
候

故
二
違
反
ノ
説
ヲ
避
ン
ニ
ハ
同
一
ノ
原
意
二
因
リ
同
一
ノ
旨
考
ヲ
設
立
シ
テ

相
倶
二
法
律
ヲ
編
成
ス
ル
コ
ト
ヲ
翼
望
仕
ル
耳
、
・
、
ナ
ラ
ス
実
二
必
要
ト
申
ス

モ
ノ
ニ
御
座
候

故
二
我
等
ハ
一
般
ノ
法
律
編
輯
二
付
左
ノ
順
序
二
由
リ
給
ハ
ン
コ
ト
ヲ
卿
閣

下
二
只
管
建
言
シ
奉
リ
候

　
第
一

　
　
日
本
政
府
ノ
主
幹
タ
ル
目
途
ヲ
承
知
セ
ン
為
メ
先
ツ
卿
閣
下
及
其
他
管

　
　
係
ノ
重
官
ヨ
リ
概
子
一
般
ノ
御
教
諭
ヲ
受
ケ
度
奉
存
候

　
　
凡
ソ
法
律
ヲ
編
輯
ス
ル
コ
ト
ニ
付
拠
ル
可
キ
順
序
ハ
法
律
ノ
国
二
管
シ

　
　
司
法
省
御
傭
外
人
ブ
ス
ケ
と
商
法
講
義

　
テ
肝
要
ナ
ル
所
ト
国
ノ
必
要
ト
ス
ル
所
二
因
テ
定
メ
ラ
ル
可
シ
然
ル
上

　
又
日
本
政
府
ノ
達
セ
ン
ト
欲
ス
ル
所
ノ
目
途
二
付
更
宜
ナ
リ
ト
存
候
儀

　
ハ
具
二
上
伸
仕
ル
可
ク
候
若
シ
又
政
府
二
於
テ
先
ツ
我
等
一
同
ヨ
リ
見

　
込
書
ヲ
可
差
出
ト
ノ
御
沙
汰
候
ハ
N
仰
セ
ニ
任
セ
速
二
報
命
可
仕
候

第
二

　
法
律
ヲ
編
輯
ス
ル
為
メ
ノ
条
件
ノ
順
序
一
卜
度
ヒ
極
マ
リ
タ
ル
上
ハ
一

　
応
政
府
ノ
御
趣
意
ヲ
伺
ヒ
又
タ
国
ノ
要
ス
ル
所
二
付
キ
必
要
ナ
ル
御
教

　
諭
ヲ
請
ヒ
且
ツ
其
極
マ
リ
タ
ル
条
件
二
付
我
等
ノ
存
意
ヲ
モ
具
申
セ
ン

　
為
メ
前
以
一
両
度
ノ
集
会
御
開
キ
奉
願
度
候
而
シ
テ
後
チ
我
等
一
同
ヨ

　
リ
緒
言
ヲ
載
シ
タ
ル
法
律
ノ
見
込
書
ヲ
記
載
シ
差
出
ス
可
ク
候
間
融
訳

　
ノ
上
卿
閣
下
二
於
テ
御
一
覧
ノ
上
之
ヲ
後
ノ
集
会
ノ
為
メ
ニ
備
ヘ
ラ
ル

　
可
ク
候

　
若
シ
著
述
ノ
改
正
ス
可
キ
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
卿
閣
下
ノ
賢
断
二
従
ヒ
改

　
正
可
仕
候

第
三

　
法
律
ノ
見
込
書
最
終
ノ
検
閲
ア
ル
時
二
当
テ
若
シ
正
院
二
於
テ
更
二
抗

　
説
生
ス
ル
時
ハ
御
通
達
有
之
次
第
疑
問
弁
解
致
ス
ト
モ
又
ハ
著
述
ヲ
再

　
ヒ
改
正
ス
ル
ト
モ
尊
命
二
任
セ
可
申
峡

第
四

　
法
律
ノ
見
込
ノ
現
今
進
歩
ス
ル
処
ノ
モ
ノ
ハ
聯
力
変
セ
ス
シ
テ
従
米
ノ

　
通
リ
ニ
存
シ
置
キ
可
申
候

第
五

　
新
法
律
ノ
意
儀
不
明
ナ
ル
場
合
ヲ
避
ソ
為
メ
之
ヲ
実
地
二
施
ス
時
ハ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
　
　
（
一
〇
九
）



　
　
　
司
法
省
御
傭
外
人
ブ
ス
ケ
と
商
法
講
義

　
　
　
本
語
及
仏
蘭
西
語
ニ
テ
一
同
御
頒
布
有
之
度
候

　
然
ル
ニ
我
等
二
於
テ
ハ
右
二
演
述
仕
候
方
法
二
因
り
候
ト
モ
又
ハ
卿
閣
下
ノ

　
可
然
御
見
込
ノ
方
法
二
従
ヒ
候
ト
モ
唯
々
可
奉
仰
尊
断
候
因
テ
我
等
両
名
向

　
後
出
省
仕
リ
相
倶
二
勉
励
可
仕
二
付
当
時
御
省
中
二
有
之
候
書
庫
ノ
傍
ラ
ニ

　
一
室
御
設
被
下
候
様
伏
テ
奉
願
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
憧
頓
首
敬
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ル
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ス
ケ
ー

　
当
時
の
統
一
刑
法
典
た
る
新
律
綱
領
を
批
判
し
て
、
「
刑
法
ハ
新
律
綱
領
ヲ

以
テ
改
正
シ
タ
レ
ト
モ
此
法
典
ハ
毫
モ
学
問
上
ノ
精
神
ナ
キ
ニ
ョ
リ
後
来
新
法

　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）

ヲ
制
定
ス
ル
ノ
試
験
準
備
」
に
過
ぎ
な
い
、
と
主
張
し
た
若
き
法
律
家
ブ
ス
ケ

の
．
法
典
編
纂
を
め
ぐ
る
意
図
・
方
針
の
一
部
は
、
右
に
掲
出
し
た
文
書
を
通

し
て
も
窺
知
で
き
よ
う
。
た
し
か
に
、
「
尋
常
一
様
の
法
実
務
家
で
は
な
か
つ

（
四
）

た
」
と
の
感
を
禁
じ
え
な
い
。

　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
諭
）

　
時
あ
た
か
も
、
「
今
吾
国
商
法
ヲ
無
文
二
寓
シ
未
タ
一
定
ノ
成
律
有
ラ
ス
」
の

状
況
下
に
あ
つ
た
こ
ろ
で
あ
る
。
司
法
省
当
局
よ
り
ブ
ス
ケ
に
対
し
、
商
法
典

編
纂
の
下
命
が
あ
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
大
胆
な
推
考
を
く
だ
し
て

も
、
あ
な
が
ち
不
自
然
で
は
な
い
。
上
掲
の
「
商
法
建
設
ノ
儀
二
付
答
書
」

に
、
「
拙
者
儀
ハ
何
時
ト
テ
モ
御
発
起
ノ
商
法
二
就
謹
テ
会
議
之
席
二
列
ナ
リ

勉
励
可
仕
候
」
と
み
え
る
の
は
、
こ
れ
が
一
支
証
と
も
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
法

典
化
を
強
力
に
プ
ロ
モ
ー
ト
し
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
江
藤
司
法
卿
で
あ
つ
た
に

一
〇

（
二
〇
）

ち
が
い
な
い
。

　
さ
て
、
ブ
ス
ケ
を
中
心
と
す
る
フ
ラ
ソ
ス
商
法
講
説
の
会
が
、
司
法
省
内
で

ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、
明
治
七
年
九
月
十
八
日
の
こ
と
で
、
そ
れ
は
同
九
年
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飢
）

月
二
十
七
日
ま
で
六
十
一
回
に
わ
つ
て
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
慶
鷹
義
塾
図
書
館
蔵
に
か
か
る
小
田
切
盛
徳
旧
蔵
書
中
に
、
こ
の
商
法
講
義

に
関
す
る
三
種
の
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
は
、
「
仏
国
商
法
講
義

巻
『
と
表
紙
に
題
さ
れ
、
か
つ
「
第
二
次
校
訂
」
・
「
剛
定
」
と
の
朱
書
が
加

え
ら
れ
た
、
司
法
省
青
色
十
行
罫
紙
四
十
七
葉
の
浄
書
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、

内
容
の
一
部
に
朱
書
に
よ
り
修
補
の
手
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
七
年
九
月
十

八
日
の
「
第
一
会
」
よ
り
十
月
二
目
の
「
第
四
会
」
ま
で
の
筆
録
が
収
載
さ
れ

（
3
2
）
（
3
3
）

て
い
る
。

　
そ
の
二
は
、
「
仏
国
商
法
講
義
」
と
題
さ
れ
る
司
法
省
蔵
版
・
和
装
木
版
本

四
冊
で
あ
つ
て
、
第
一
巻
の
巻
頭
に
八
年
五
月
付
の
小
田
切
盛
徳
の
序
文
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
．
達
意
の
文
章
で
あ
ろ
う
。
同
巻
の
内
容
は
．
右
の
筆
写
本
の

補
訂
後
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
等
し
く
、
同
じ
く
七
年
十
月
二
日
ま
で
の
講
義
を
収
め

る
。
第
一
巻
よ
り
第
三
巻
ま
で
を
合
せ
て
、
「
第
十
二
会
」
す
な
わ
ち
同
年
十

一
月
十
二
日
に
い
た
る
講
述
を
集
録
L
て
あ
る
。
第
四
巻
は
、
第
三
巻
の
「
附

録
」
で
、
「
仏
国
商
業
会
社
法
」
の
醗
訳
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
三
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

箕
作
麟
祥
訳
「
仏
蘭
西
法
律
書
商
法
」
全
五
冊
で
あ
つ
て
、
そ
の
巻
一
に
は
、

小
田
切
自
身
に
よ
る
朱
筆
の
書
入
が
散
見
さ
れ
る
。
ブ
ス
ケ
主
宰
に
か
か
る
フ

ラ
ソ
ス
商
法
講
義
の
席
上
の
書
入
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
疑
い
が
な
い
。

　
こ
の
商
法
講
義
を
、
後
年
、
ま
と
め
て
一
巻
の
書
と
し
た
も
の
が
、
坊
間
流

布
す
る
、
ブ
ス
ケ
氏
講
義
・
黒
川
誠
一
郎
口
訳
「
仏
国
商
法
講
義
」
な
る
洋
装



刊
本
で
あ
つ
て
、
十
四
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
を
披
見
す
れ
ば
判
明
す

る
と
お
り
、
結
局
、
六
十
一
回
の
会
議
を
経
て
、
フ
ラ
ン
ス
商
法
の
第
一
編
お

よ
び
第
三
編
の
講
説
を
完
結
し
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

講
義
完
了
を
置
土
産
に
、
ブ
ス
ケ
は
帰
仏
し
、
ふ
た
た
び
日
本
の
土
を
踏
む
こ

と
は
な
か
つ
た
．

　
し
か
ら
ば
、
な
に
ゆ
え
に
、
明
治
六
年
三
月
と
お
ぼ
し
き
時
期
に
「
商
法
建

設
ノ
儀
二
付
答
書
」
を
し
た
た
め
、
商
法
典
編
成
に
意
気
込
み
を
み
せ
た
ブ
ス

ヶ
が
、
実
際
に
司
法
省
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
商
法
講
説
の
会
議
を
開
始
し
た
の

が
七
年
九
月
で
あ
つ
た
か
、
と
い
う
疑
問
に
逢
着
し
よ
う
．
そ
れ
に
は
、
い
く

つ
か
の
要
素
が
か
ら
み
合
つ
て
い
る
の
に
ち
が
い
な
い
が
、
お
よ
そ
三
つ
の
理

由
が
挙
示
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
そ
の
一
は
、
法
典
編
纂
作
業
の
も
つ
と
も
強
力
な
推
進
者
で
あ
つ
た
江
藤
の

参
議
転
出
と
、
太
政
官
職
制
の
改
正
に
も
と
づ
く
立
法
事
業
の
左
院
専
管
と
い

う
新
事
態
の
出
現
で
あ
り
、
そ
の
二
と
し
て
、
箕
作
の
謙
訳
に
か
か
る
「
仏
蘭

西
法
律
書
商
法
」
の
脱
稿
・
上
梓
の
遅
延
で
あ
り
、
第
三
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

の
来
朝
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

　
右
の
う
ち
、
一
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
法
典

化
事
業
の
本
流
と
自
負
し
て
い
た
司
法
省
に
と
つ
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ

つ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
し
て
左
院
専
管
の
原
則
は
、
八
年
四
月
の
同

院
廃
止
の
時
期
ま
で
つ
づ
く
の
で
あ
る
、
第
二
の
、
「
仏
蘭
西
法
律
書
商
法
」
和

装
木
版
本
・
全
五
冊
の
開
板
は
、
七
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
同
書
の
完
成
な

く
し
て
フ
ラ
ン
ス
商
法
の
講
義
が
至
難
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
当
時
の
態
様
に
想

い
を
い
た
せ
ば
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。
禾
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
民

　
　
　
司
法
省
御
傭
外
人
ブ
ス
ケ
と
商
法
講
義

事
訴
訟
法
講
説
の
会
が
司
法
省
で
開
始
さ
れ
た
の
は
、
同
年
四
月
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
箕
作
の
訳
出
せ
る
「
仏
蘭
西
法
律
書
訴
訟
法
」
全
八
冊
の
公
刊
終
了
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獄
）

同
じ
時
期
で
あ
つ
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
想
起
し
た
い
。
そ
の
三
．
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
の
来
日
は
六
年
十
一
月
で
あ
る
が
、
司
法
省
に
お
け
る
ブ
ス
ケ
を
中
核
と
す

る
と
こ
ろ
の
、
お
そ
ら
く
は
府
県
裁
判
所
規
則
制
定
会
議
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

の
来
朝
と
ほ
ぽ
時
を
同
じ
く
L
て
廃
絶
し
た
事
実
も
あ
り
、
ブ
ス
ケ
と
ポ
ア
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薪
）
（
3
8
）

ナ
ー
ド
両
者
の
関
係
は
き
わ
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
で
あ
る
。

四

　
か
く
考
察
を
す
す
め
て
ぎ
て
、
こ
こ
に
想
到
す
べ
ぎ
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に

よ
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
・
刑
法
・
治
罪
法
、
加
え
て
す
で
に
触
れ
た
民
事
訴
訟
法

の
、
司
法
省
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
講
義
の
数
々
で
あ
ろ
う
。
手
塚
博
士
は
、

か
つ
て
、
フ
ラ
ソ
ス
民
法
講
説
の
会
の
周
辺
事
情
を
閲
究
さ
れ
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
が
、
「
随
処
で
目
本
民
法
起
草
の
場
合
の
意
見
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
条
文
に
対
す

る
修
正
意
見
）
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
に
、
こ
の
会
議
は
、
単
に
彼

か
ら
フ
ラ
ソ
ス
法
の
註
釈
を
聞
く
た
め
で
は
な
く
、
日
本
民
法
編
纂
の
準
備
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
」
と
説
か
れ
た
が
、
き
わ
め
て
妥
当
な
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

解
で
あ
ろ
う
。
他
の
講
義
に
つ
い
て
も
同
様
に
ち
が
い
な
い
。

　
ブ
ス
ヶ
を
中
軸
と
す
る
フ
ラ
ソ
ス
商
法
講
述
の
会
の
本
質
も
、
右
に
み
た
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
主
宰
の
会
と
き
わ
め
て
酷
似
し
た
も
の
、
と
筆
者
は
推
断
す
る
。

講
義
の
途
上
、
列
席
会
員
と
の
質
疑
応
答
が
看
取
さ
れ
、
ブ
ス
ケ
は
、
し
ば
し

ば
フ
ラ
ン
ス
商
法
の
不
備
・
欠
点
を
指
摘
し
て
い
る
．
別
稿
に
お
い
て
筆
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岨
）

い
う
ご
と
く
、
こ
の
会
は
、
「
商
法
典
編
纂
作
業
の
一
環
を
目
指
し
て
発
足
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
　
　
（
一
一
一
）



司
法
省
御
傭
外
人
ブ
ス
ケ
と
商
法
講
義

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
く
な
く
と
も
、
そ
こ
に
、
商
法
に
関
す
る
法
典
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
）

事
業
の
萌
芽
を
見
出
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
こ
れ
を
こ
そ
、
司
法

省
御
傭
外
人
ブ
ス
ケ
の
代
表
的
な
功
績
の
一
つ
と
し
て
世
に
顕
揚
し
た
い
、
と

切
に
希
求
す
る
も
の
で
あ
る
．

　
（
1
）
　
志
田
鐸
太
郎
「
志
田
氏
商
法
要
義
」
（
巻
之
壱
）
九
頁
以
下
．
同
書
は
、
明
治

　
　
三
二
年
、
和
仏
法
律
学
校
よ
り
上
梓
さ
れ
た
．
菊
判
・
仮
綴
本
、
壬
二
九
頁
よ
り
成

　
　
る
。

　
（
2
）
志
田
鐸
太
郎
「
日
本
商
法
典
の
編
纂
と
其
改
正
」
明
治
大
学
創
立
満
五
十
年
記

　
　
念
論
文
集
・
商
学
篇
・
三
九
三
頁
以
下
。
同
書
は
、
「
明
治
大
学
商
学
論
叢
」
第
一

　
　
〇
巻
五
・
六
合
併
号
で
も
あ
る
．

　
（
3
）
　
志
田
錦
太
郎
博
士
旧
蔵
文
書
は
、
現
在
、
損
害
保
険
事
業
研
究
所
内
に
志
田
文

　
　
庫
と
し
て
収
納
さ
れ
て
い
る
。
「
志
田
鐸
太
郎
博
士
現
行
商
法
草
案
審
議
筆
記
」
損

　
　
害
保
険
研
究
・
第
二
三
巻
二
号
一
九
二
頁
以
下
よ
り
第
二
四
巻
三
号
一
九
〇
頁
以
下

　
　
に
い
た
る
六
回
連
載
は
、
そ
の
一
部
の
覆
刻
で
あ
つ
て
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　
（
4
）
　
志
田
博
士
の
清
国
に
お
け
る
商
法
典
編
纂
へ
の
寄
与
に
つ
い
て
は
、
宮
坂
宏

　
　
「
清
末
の
法
典
編
纂
を
め
ぐ
つ
て
」
法
典
編
纂
史
の
基
本
的
諸
問
題
・
一
九
九
頁
、

　
　
島
田
正
郎
「
清
末
に
お
け
る
民
・
商
律
草
案
の
編
纂
に
つ
い
て
」
法
律
論
叢
・
第
三

　
　
四
巻
六
号
二
九
頁
以
下
参
照
．

　
（
5
）
　
今
日
、
商
法
典
編
纂
史
の
概
観
を
知
る
に
は
、
石
井
良
助
「
明
治
文
化
史
・
法

　
　
制
編
」
五
二
九
頁
以
下
が
も
つ
と
も
利
便
で
あ
る
が
、
こ
の
書
の
叙
述
に
も
、
志
田

　
　
博
士
の
専
著
の
影
響
は
顕
著
で
あ
る
。

　
　
　
な
お
、
海
事
法
令
を
め
ぐ
つ
て
は
、
石
井
照
久
「
明
治
初
期
に
於
け
る
海
事
法
令

　
　
の
発
達
」
東
京
帝
国
大
学
学
術
大
観
・
法
学
部
経
済
学
部
編
・
一
九
九
頁
以
下
に
詳

　
　
し
い
。

　
（
6
）
　
こ
の
分
野
に
お
け
る
先
駆
的
労
作
で
あ
り
、
現
在
ま
で
学
界
に
多
大
の
影
響
を

　
　
与
え
た
の
は
、
福
島
正
夫
「
日
本
資
本
主
義
の
発
達
と
私
法
」
法
律
時
報
・
第
二
五

一
二

（
ニ
ニ
）

　
巻
一
号
五
一
頁
以
下
よ
り
同
巻
二
号
七
八
頁
以
下
に
い
た
る
九
回
連
載
論
文
に
ほ

　
か
な
ら
な
い
。

　
　
さ
い
ぎ
ん
発
表
さ
れ
た
三
枝
一
雄
「
明
治
商
法
発
達
史
試
論
」
法
律
論
叢
・
第
四

　
三
巻
四
・
五
合
併
号
八
三
頁
以
下
、
六
号
一
頁
以
下
も
、
福
島
博
士
の
論
稿
に
負
5

　
と
こ
ろ
は
大
ぎ
い
。

（
7
）
商
法
史
な
い
し
そ
の
周
辺
に
関
す
る
す
で
に
掲
出
し
た
以
外
の
主
要
研
究
文
献

　
を
列
挙
す
れ
ば
、
越
智
俊
夫
「
商
法
典
論
争
前
史
」
松
山
経
専
論
集
・
七
号
二
…
一

　頁以

下
、
同
「
明
治
前
半
期
の
会
社
設
立
に
関
す
る
立
法
主
義
」
法
史
学
及
び
法
学

　
の
諸
問
題
（
星
野
通
博
士
退
職
記
念
論
集
）
・
八
七
頁
以
下
、
熊
谷
開
作
「
商
法
典

論
争
史
序
説
」
同
上
・
一
〇
九
頁
以
下
、
同
「
商
法
典
論
争
史
と
大
阪
商
法
会
議

所
」
大
阪
の
研
究
・
二
三
頁
以
下
、
松
岡
正
美
「
日
本
商
法
典
成
立
史
序
説
」
立

命
館
法
学
・
三
五
号
一
五
頁
以
下
、
酒
巻
俊
雄
「
有
限
会
社
法
制
の
発
展
と
外
国
法

　
の
影
響
」
比
較
法
学
・
第
二
巻
一
号
八
九
頁
以
下
、
長
浜
洋
一
「
資
本
調
達
機
構
に

み
る
株
式
会
社
法
の
理
念
と
証
券
市
場
に
お
け
る
実
際
」
同
上
・
第
二
巻
二
号
六
三

頁
以
下
、
宮
坂
富
之
助
「
商
法
学
の
立
場
よ
り
見
た
日
本
の
近
代
化
」
同
上
・
第
一

巻
二
号
一
頁
以
下
、
池
島
宏
幸
「
現
代
商
法
に
お
け
る
企
業
と
資
本
の
法
的
構
造
」

法
律
時
報
・
第
三
八
巻
一
具
・
五
五
頁
以
下
、
西
原
寛
一
「
近
代
的
商
法
の
成
立
と
発

展
」
（
法
学
理
論
篇
8
5
）
六
一
頁
以
下
、
同
「
日
本
商
法
論
」
（
第
一
巻
）
一
四
四
頁

以
下
、
福
島
正
夫
「
財
産
法
－
法
体
制
準
備
期
1
」
日
本
近
代
法
発
達
史
・
第

　
一
巻
二
頁
以
下
、
谷
川
久
「
海
事
法
ー
法
体
制
確
立
期
1
」
同
上
・
第
四
巻
・

　
一
四
三
頁
以
下
、
森
泉
章
「
明
治
前
期
に
お
け
る
会
社
制
度
（
銀
行
）
の
形
成
に
つ

　
い
て
」
民
商
法
雑
誌
・
第
四
五
巻
六
号
三
二
頁
以
下
、
同
「
日
本
資
本
主
義
創
成
期

　に

お
け
る
会
社
制
度
の
形
成
」
法
学
・
第
二
五
巻
二
号
六
七
頁
以
下
な
ど
。

　
な
お
、
明
治
法
典
争
議
（
民
法
典
論
争
・
商
法
典
論
争
）
に
関
す
る
主
な
研
究
業

績
は
、
中
村
菊
男
「
新
版
・
近
代
日
本
の
法
的
形
成
」
巻
末
所
載
の
「
文
献
一
覧
」

を
参
照
．

（
8
）
　
平
松
義
郎
「
家
法
・
国
法
・
分
国
法
』
創
文
・
八
七
号
三
一
頁
。



（
9
）
　
手
塚
豊
「
明
治
初
期
刑
法
史
の
研
究
」
序
文
一
頁
。

（
1
0
）
　
三
ヶ
月
章
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
財
産
差
押
法
草
案
に
お
け
る
執
行
制
度
の
基
本

構
想
」
民
事
訴
訟
の
理
論
（
中
田
淳
一
先
生
還
暦
記
念
）
・
下
巻
二
二
二
頁
註
（
五
）
．

（
n
）
　
お
も
う
に
、
歴
史
学
に
関
す
る
学
的
攻
究
の
基
礎
は
、
正
確
な
る
資
料
と
こ
れ

　
に
む
か
う
態
度
と
に
あ
る
、
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
．
筆
者
は
、
け
つ
し
て
資
料
一

　
辺
倒
を
強
調
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
い
な
、
む
し
ろ
、
と
く
に
法
制
史
学
に
あ
つ

　
て
は
、
本
質
的
に
理
論
性
が
き
わ
め
て
つ
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
さ
え
思
量

　
し
て
い
る
。
要
は
、
実
証
と
理
論
の
両
者
を
、
た
だ
し
く
止
揚
す
べ
き
も
の
な
の
で

　
あ
ろ
う
。

（
1
2
）
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
利
谷
信
義
・
向
井
健
「
明
治
前
期
に
お
け
る
民
法
典
編

纂
の
経
過
と
問
題
点
」
法
典
編
纂
史
の
基
本
的
諸
問
題
・
二
一
五
頁
以
下
参
照
．

（
1
3
）
　
福
島
正
夫
「
明
治
初
年
に
お
け
る
西
欧
法
の
継
受
と
日
本
の
法
お
よ
び
法
学
」

　
日
本
法
と
ア
ジ
ア
（
仁
井
田
陞
博
士
追
悼
論
文
集
）
・
第
三
巻
・
一
七
一
頁
．

（
1
4
）
　
前
掲
論
文
・
一
七
二
頁
。

（
1
5
）
　
江
藤
新
作
「
南
白
江
藤
新
平
遺
稿
」
（
後
集
）
三
一
丁
表
－
同
丁
裏
。

（
巧
）
　
斗
削
掲
童
日
・
山
ハ
○
丁
恵
久
。

　
　
ち
な
み
に
、
明
治
六
年
一
月
の
、
い
わ
ゆ
る
江
藤
辞
表
を
は
じ
め
、
そ
れ
と
関
係

　
あ
る
数
編
の
文
書
を
ふ
く
む
写
本
が
、
「
江
藤
司
法
騨
建
白
」
と
題
さ
れ
て
慶
晒
義

　
塾
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
．
小
田
切
盛
徳
旧
蔵
書
中
の
一
本
で
あ
る
。

（
1
7
）
　
江
藤
司
法
卿
時
代
の
法
典
編
纂
に
つ
い
て
は
、
向
井
健
「
民
法
口
授
小
考
」
慶

　
鷹
義
塾
創
立
一
〇
〇
年
記
念
論
文
集
・
法
学
部
法
律
学
関
係
編
・
四
九
三
頁
以
下
、

　
同
「
江
藤
主
催
司
法
省
民
法
会
議
に
お
け
る
相
続
論
争
」
法
学
研
究
・
第
三
二
巻
四

　
号
四
五
頁
以
下
、
同
「
明
治
初
年
に
お
け
る
民
事
訴
訟
法
典
の
編
纂
」
綜
合
法
学
・

　
第
六
巻
八
号
二
頁
以
下
、
同
「
明
治
初
期
の
法
典
編
纂
」
歴
史
教
育
・
第
一
二
巻
一

　
号
九
頁
以
下
、
お
よ
び
上
掲
拙
稿
に
引
用
・
挙
示
す
る
先
学
の
業
績
を
参
照
．

（
18
）
　
御
傭
外
人
一
般
に
つ
い
て
の
先
行
業
績
は
、
梅
渓
昇
「
お
雇
い
外
国
人
i
概

　
説
1
」
二
二
一
頁
以
下
所
載
の
「
研
究
文
献
」
を
参
照
。

司
法
省
御
傭
外
人
ブ
ス
ケ
と
商
法
講
義

（
！
9
）
　
H
・
」
・
ジ
ョ
ー
ソ
ズ
「
明
治
政
府
と
御
傭
外
国
人
」
明
治
文
化
研
究
・
第
三

集
・
一
四
五
頁
．

（
20
）
堀
内
節
「
民
法
口
授
」
家
制
度
の
研
究
（
資
料
篇
）
・
第
二
巻
・
解
題
二
二
頁
参

　照．

（
2
1
）
　
「
建
言
録
ー
仏
国
控
訴
院
代
言
人
ヂ
ヨ
ル
シ
ブ
ス
ケ
ー
」
は
、
数
年
前
、

　某古書

鷺
よ
り
購
入
せ
る
筆
者
所
蔵
文
書
で
あ
る
．
旧
蔵
者
そ
の
他
に
つ
き
、
ま
つ

　
た
く
分
明
で
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。

　
　
こ
こ
に
覆
刻
・
紹
介
す
る
「
目
本
法
律
創
定
ノ
事
業
」
は
、
平
戸
区
裁
判
所
赤
色

十
三
行
罫
紙
に
浄
書
さ
れ
、
全
三
葉
よ
り
成
る
．

（
2
2
）
　
「
商
法
建
設
ノ
儀
二
付
答
書
」
は
法
務
図
書
館
所
蔵
に
か
か
る
「
教
師
質
問
訳

　
録
・
第
二
篇
」
に
拠
る
。

（
23
）
　
い
わ
ゆ
る
江
藤
主
催
司
法
省
民
法
会
議
と
そ
の
周
辺
を
め
ぐ
つ
て
は
、
前
掲
・

向
井
「
民
法
口
授
小
考
」
四
九
六
頁
以
下
、
前
掲
・
向
井
「
江
藤
主
催
司
法
省
民
法

　
会
議
に
お
け
る
相
続
論
争
」
四
七
頁
以
下
、
前
掲
・
向
井
「
明
治
初
年
に
お
け
る
民

　
事
訴
訟
法
典
の
編
纂
」
四
頁
以
下
参
照
．

（
2
4
）
文
中
に
み
え
る
「
商
法
略
則
」
と
は
、
「
質
問
録
」
第
三
号
五
五
頁
以
下
に
収

　
載
さ
れ
る
「
商
法
大
略
」
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
推
定
し
た
い
。

（
2
5
）
法
務
図
書
館
所
蔵
「
仏
国
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
皇
国
着
京
以
後
司
法
省
へ
建
白
井

　
ブ
ス
ケ
！
氏
連
名
書
及
ガ
リ
i
氏
添
書
類
」
に
拠
る
。

　
　
ち
な
み
に
、
こ
こ
に
ガ
リ
ー
と
は
、
司
法
省
御
傭
外
人
ガ
ス
ト
γ
ガ
リ
ー
（
O
器
一
8

　
3
蔓
）
の
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
、
か
つ
て
、
前
掲
「
民
法
口
授
小
考
」
五
〇
八
頁

　
以
下
に
お
い
て
、
堀
内
博
士
の
御
垂
教
に
よ
9
、
ガ
リ
ー
の
御
傭
契
約
書
を
紹
介
し

　
た
こ
と
が
あ
る
．
手
塚
博
士
は
、
近
時
．
「
向
井
君
は
そ
の
出
典
を
明
記
し
て
お
ら

　
れ
な
い
」
（
手
塚
豊
「
司
法
省
法
学
校
小
史
」
e
法
学
研
究
・
第
四
〇
巻
六
号
七
八

　
頁
註
1
1
）
と
記
さ
れ
た
が
、
筆
者
は
、
上
掲
の
拙
稿
五
一
四
頁
註
み
16
）
に
、
「
ガ
リ

　
ー
に
関
し
て
は
、
堀
内
節
氏
よ
り
懇
切
な
る
示
教
を
た
ま
わ
つ
た
」
こ
と
を
明
記
し

　
て
い
る
。
手
塚
博
士
の
い
わ
ゆ
る
「
堀
内
メ
モ
」
そ
れ
自
体
は
、
今
日
に
い
た
る
ま

二
三

（
二
＝
脚
）



司
法
省
御
傭
外
人
ブ
ス
ケ
と
商
法
講
義

　
で
筆
者
未
見
で
あ
る
。
ひ
と
こ
と
附
記
し
て
お
き
た
い
。

（
2
6
）
　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
向
井
健
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
『
家
督
相
続
見
込
』

　
に
つ
い
て
」
法
学
研
究
・
第
三
二
巻
五
号
五
一
頁
以
下
、
お
よ
び
拙
稿
に
引
用
・
掲

　
示
す
る
諸
家
の
先
業
を
参
照
。

（
2
7
）
　
こ
の
間
の
事
情
に
つ
き
、
荒
木
桜
洲
「
辞
令
の
無
い
司
法
卿
」
法
律
新
聞
・
第

　
一
八
一
六
号
参
照
．

（
2
8
）
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
大
隈
文
書
」
に
収
め
ら
れ
る
「
日
本
近
況
論
ー
ジ
ョ

　
ー
ル
ジ
ュ
・
ブ
ー
ス
ケ
氏
ー
」
に
拠
る
。

（
2
9
）
野
田
良
之
「
日
本
に
お
け
る
外
国
法
の
摂
取
ー
フ
ラ
ン
ス
法
ー
」
現
代

法
・
第
一
四
巻
・
二
〇
一
頁
。

　
　
さ
き
に
野
田
教
授
は
、
ブ
ス
ケ
の
含
Φ
『
碧
9
留
β
8
甘
貫
畢
（
一
八
七
七
年

刊
）
の
存
在
と
主
要
内
容
を
世
に
示
さ
れ
た
（
野
田
良
之
「
明
治
初
年
に
お
け
る
フ

　
ラ
ン
ス
法
の
研
究
」
日
仏
法
学
・
創
刊
号
四
四
頁
以
下
参
照
）
．
貴
重
な
紹
介
と
い

　
え
よ
う
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
同
書
の
出
版
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
反
響
を
ま
き
お
こ
し
た
模
様

　
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
筆
者
所
蔵
に
か
か
る
＞
暮
9
禦
艮
冨
茜
翻
訳
の
く
舞
も
導

一
毒
冨
号
撃
》
（
一
八
八
二
年
・
ス
ト
ヅ
ク
ホ
ル
ム
・
ス
エ
ー
デ
ン
語
）
こ
そ
．
同

書
の
忠
実
な
（
？
）
翻
訳
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
原
著
は
二
冊
本
で
あ
る
が
、

　翻訳書は

一
巻
本
の
体
裁
を
と
り
、
六
二
〇
頁
よ
り
成
る
。
原
著
と
比
較
・
対
照
の

機
会
を
え
た
い
、
と
希
求
す
る
も
の
て
あ
る
。

（
3
0
）
　
「
商
法
会
議
局
概
則
」
（
明
法
寮
翻
訳
）
の
「
緒
言
」
一
丁
表
。
同
書
は
、
七
年

　
一
月
刊
行
・
和
装
木
版
本
で
あ
る
．

（
3
1
）
　
「
こ
の
講
義
は
、
省
内
官
員
を
集
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
明
法
寮
の
生
徒
に

対
す
る
そ
れ
で
は
な
か
つ
た
と
み
て
い
い
」
（
前
掲
・
手
塚
「
司
法
省
法
学
校
小
史
」

e
八
三
頁
註
艇
）
と
す
る
手
塚
博
士
の
見
解
は
正
鵠
で
あ
る
。
た
だ
、
同
じ
脚
註
に

お
い
て
、
九
年
二
月
二
十
二
日
ま
で
の
六
十
回
講
義
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
疑
問

が
あ
る
。

一
一
四

二
　
　
匹
）

（
3
2
）
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
大
隈
文
書
」
中
に
、
「
商
法
会
議
筆
記
」
と
表
題
さ
れ

る
二
資
料
が
存
す
る
が
、
ま
さ
に
本
文
に
記
す
ブ
ス
ケ
の
商
法
講
義
の
清
書
本
で
あ

　
つ
て
、
七
年
九
月
十
八
日
よ
り
八
年
一
月
十
七
日
ま
で
の
分
を
、
そ
の
内
容
と
し
て

　
い
る
．
ま
た
、
法
務
図
書
館
に
、
「
仏
国
商
法
講
義
筆
記
」
が
、
内
閣
文
庫
に
、
「
商

法
会
議
筆
記
」
が
そ
れ
ぞ
れ
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
ブ
ス
ケ
の
講
義
を
内
容
と

　し

た
異
本
で
あ
る
。

　
　
な
お
、
洋
装
刊
本
は
、
第
日
回
を
七
年
九
月
十
七
日
と
す
る
が
、
原
資
料
に
「
十

八
日
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
尊
重
し
て
本
文
の
よ
う
に
記
述
し
た
．
た
だ
会
日

　
は
、
原
則
と
し
て
、
毎
月
二
・
七
の
日
で
あ
つ
た
、
と
推
定
さ
れ
る
。

（
3
3
）
　
大
熊
浅
次
郎
「
幕
末
福
岡
藩
洋
行
の
先
駆
松
下
直
美
概
蹟
」
四
筑
紫
史
談
・
第

四
七
集
四
四
頁
に
、
「
明
治
七
年
…
：
十
月
七
日
よ
り
商
法
会
議
開
か
れ
、
ブ
ス
ケ

　
の
通
訳
を
な
す
こ
と
亦
例
の
如
し
」
と
み
ゆ
。

　
　
な
お
、
松
下
直
美
に
つ
い
て
は
、
向
井
健
「
埋
れ
た
恩
人
・
松
下
直
美
の
こ
と
ど

も
」
綜
合
法
学
・
第
六
巻
二
号
八
一
頁
以
下
参
照
．
松
下
に
は
精
細
な
「
松
下
日

記
」
が
存
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
年
六
月
の
福
岡
大
空
襲
の
た
め
、
不
幸
に
も
灰

燧
に
帰
し
て
し
ま
つ
た
、
惜
し
む
べ
ぎ
滅
失
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
3
4
）
箕
作
の
フ
ラ
ン
ス
法
典
翻
訳
事
情
に
つ
い
て
は
、
手
塚
豊
「
仏
蘭
西
法
典
の
移

入
」
歴
史
と
生
活
・
第
六
巻
五
号
三
二
頁
以
下
参
照
。

（
3
5
）
　
前
掲
・
向
井
「
明
治
初
年
に
お
け
る
民
事
訴
訟
法
典
の
編
纂
」
四
頁
以
下
、
一

　三頁以

下
参
照
。

（
3
6
）
　
前
掲
・
向
井
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
『
家
督
相
続
見
込
』
に
つ
い
て
」
五
三
頁
、

前
掲
・
向
井
「
明
治
初
年
に
お
け
る
民
事
訴
訟
法
典
の
編
纂
」
一
四
頁
参
照
。

ハ
3
7
）
　
七
年
四
月
、
ボ
ア
ソ
ナ
！
ド
は
、
は
じ
め
て
い
わ
ゆ
る
司
法
省
法
学
校
で
講
義

　をおこ

な
う
が
、
「
商
法
モ
又
タ
『
ブ
ス
ヶ
』
君
ノ
教
フ
ル
所
ナ
リ
」
（
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
講
義
「
性
法
講
義
」
〈
明
治
コ
ニ
年
版
V
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
．

　
　
商
法
編
成
と
ブ
ス
ヶ
と
の
関
係
が
、
法
学
校
の
講
座
担
当
に
ま
で
影
響
を
子
え
た

　
か
ど
う
か
、
疑
問
を
残
し
て
お
く
。



（
3
8
）
　
筆
者
は
、
か
つ
て
．
「
ガ
ス
ト
ン
・
ガ
リ
ー
と
い
う
の
は
、
法
曹
界
の
団
十
郎
と

称
さ
れ
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
名
声
の
蔭
に
か
く
れ
て
、
世
に
忘
却
さ
れ
た
人
物
終
、
あ

る
が
、
彼
は
・
：
木
仲
で
あ
つ
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
ブ
ス
ケ
の
関
係
を
仲
裁
す
る
な

ど
、
個
人
的
に
も
相
当
な
人
材
で
あ
つ
て
、
そ
の
業
績
は
見
直
さ
れ
る
日
も
あ
ろ

　
う
」
（
前
掲
・
向
井
「
埋
れ
た
恩
人
・
松
下
直
美
の
こ
と
ど
も
」
八
二
頁
）
と
述
べ
た

　
こ
と
が
あ
る
．
御
傭
外
人
の
人
間
関
係
も
デ
リ
ゲ
ー
ト
と
い
え
よ
う
。

（
3
9
）
手
塚
豊
「
明
治
十
一
年
民
法
草
案
編
纂
前
後
の
一
考
察
」
滝
川
博
士
還
暦
記
念

論
文
集
・
日
本
史
篇
・
八
四
一
頁
．

（
4
0
）
　
民
事
訴
訟
法
に
つ
い
て
は
、
前
註
（
3
6
）
に
同
じ
．
治
罪
法
に
つ
ぎ
、
前
掲
・
向

井
「
明
治
初
年
に
お
け
る
民
事
訴
訟
法
典
の
編
纂
」
一
四
頁
註
（
6
）
参
照
．
治
罪
法

　
の
講
義
は
．
後
年
、
司
法
省
蔵
版
「
仏
国
治
罪
法
講
義
」
（
明
治
一
四
年
刊
）
と
し
て

　
ま
と
め
ら
れ
た
。
刑
法
も
同
じ
く
、
司
法
省
蔵
版
「
仏
国
刑
法
講
義
」
（
明
治
】
六

年
刊
）
が
あ
る
。

（
4
1
）
　
前
掲
・
向
井
「
埋
れ
た
恩
人
・
松
下
直
美
の
こ
と
ど
も
」
八
三
頁
．

（
4
2
）
　
手
塚
博
士
は
、
洋
装
刊
本
「
仏
国
商
法
講
義
」
中
に
み
え
る
列
席
者
の
名
前
を

挙
げ
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
・
手
塚
「
司
法
省
法
学
校
小
史
」
e
八
三
頁
註
幽
参
照
）
。

た
と
え
ば
、
玉
乃
世
履
・
鶴
田
皓
・
岡
内
重
俊
・
黒
川
誠
叫
郎
ら
で
あ
る
．
こ
の
ほ

　
か
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
講
義
の
出
席
者
ー
そ
れ
は
か
な
り
判
明
し
て
い
る
が
ー

　
の
何
名
か
は
、
お
そ
ら
く
ブ
ス
ヶ
の
会
に
も
参
加
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

後
記
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
大
隈
文
書
」
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
同
大
学

　
法
学
部
・
中
村
吉
三
郎
博
士
の
懇
切
な
る
高
配
を
う
け
た
．
こ
こ
に
記
し
て
、

　
謝
意
を
表
し
た
い
。

司
法
省
御
傭
外
人
ブ
ス
ケ
と
商
法
講
義

一
五

（
コ
五
）


